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ご
あ
い
さ
つ

岩
田
　
稔
恵

会
員
の
皆
様
に
は
、
い
つ
も

婦
人
会
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
26
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
新
し
い
理
事
に
変
わ

ら
れ
た
校
区
な
ど
、
色
々
あ
り

ま
す
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

役
員
・
理
事
全
員
が
力
を
合
わ

せ
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
手
を
携

え
て
、
婦
人
会
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
素
敵
な
出
会

い
を
大
切
に
、
地
域
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
婦
人
会
と
し
て
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
皆
様
方
の
温
か
い
ご

指
導
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

4
月
16
日

㈬
、
婦
人
会

活
動
室
に
お

い
て
、
姫
路

市
連
合
婦
人

会
総
会
を
開

催
し
、
会
長

あ
い
さ
つ
の

後
、
平
成
25

年
度
事
業
報

告
と
収
支
決
算
報
告
及
び
平
成
26

年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
活
動
は
次
の
役
員
で

行
い
ま
す
。
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岩
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〃
　
　
後
藤
美
佐
子
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西
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長
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水
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子
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〃
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勝
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会
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山
水
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々
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旭
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和
田
美
恵
子

　
　
　
副
会
長
　
浅
見
　
光
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岩
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1
、
学
習
活
動

⑴
同
和
問
題
学
習

⑵
理
事
研
修
・
交
流
研
修

⑶
地
域
啓
発
講
演

2
、
事
業
活
動

⑴
交
通
安
全
一
日
一
円
感
謝
き
ょ

金
運
動
の
会

※
4
／
16
　
一
日
一
円
感
謝
き
ょ

金
運
動
の
会
運
営
委
員
会
開
催

⑵
姫
路
市
女
性
文
化
大
会

　
（
10
／
25
）

⑶
あ
い
め
っ
せ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
4
（
11
／
15
・
16
）

⑷
組
織
強
化
啓
発
活
動
（
校
区
婦

人
会
活
動
）

⑸
機
関
紙
婦
人
ひ
め
じ
発
行

⑹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
情
報
発
信

3
、
福
祉
活
動

⑴
日
赤
社
資
募
集

※
4
／
15
　
日
赤
社
資
募
集
説
明

会
に
参
加
（
自
治
福
祉
会
館
）

⑵
赤
十
字
の
つ
ど
い

※
5
／
8
　
あ
い
め
っ
せ
ホ
ー
ル

⑶
赤
十
字
奉
仕
団
災
害
訓
練

※
10
／
3
　
あ
い
め
っ
せ
ホ
ー
ル

⑷
百
歳
（
大
正
2
年
10
月
1
日
〜

大
正
3
年
9
月
30
日
生
ま
れ
）

の
方
へ
長
寿
祝
い
金
を
届
け
る

⑸
揚
善
会
賛
助
会
員
・
な
べ
の
会

募
金
（
神
戸
新
聞
厚
生
事
業

団
）
に
協
力

⑹
N
H
K
海
外
た
す
け
あ
い
街
頭

募
金
に
協
力
（
12
月
）

⑺
子
育
て
支
援
事
業
及
び
地
域
高

齢
者
生
活
支
援
活
動
（
日
赤
奉

仕
団
活
動
）

4
、
健
康
増
進
活
動

⑴
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

※
第
28
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

（
総
合
ス
ポ
ー
ツ
会
館
）（
6
／
28
）

⑵
結
核
予
防
運
動
（
複
十
字
シ
ー

ル
・
封
筒
募
金
）
に
協
力

5
、
環
境
美
化
活
動

⑴
4
／
29
　
み
ど
り
の
美
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
大
手
前
通
り
・
み

ゆ
き
通
り
）

⑵
環
境
と
美
化
の
つ
ど
い
（
あ
い

め
っ
せ
ホ
ー
ル
）（
9
／
28
）

⑶
2
月
上
旬 

美
化
活
動
ク
リ
ー

ン
作
戦
実
施

⑷
環
境
に
や
さ
し
い
商
品
購
入
運
動

⑸
「
姫
路
の
ま
ち
を
美
し
く
す
る

運
動
協
議
会
」
に
協
力

6
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
運
動

⑴
家
庭
用
品
交
換
事
業

　
校
区
に
お
い
て
バ
ザ
ー
を
実
施

⑵
9
／
27
・
28
　
ひ
め
じ
環
境

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加

7
、
県
・
市
行
事
に
参
加
・
協
賛

⑴
4
／
1
　
姫
路
市
制
記
念
式
典

⑵
お
城
ま
つ
り
総
踊
り

⑶
8
／
15
　
姫
路
市
戦
没
者
追
悼
式

⑷
10
／
26
　
太
平
洋
戦
全
国
空
爆

犠
牲
者
追
悼
平
和
祈
念
式

⑸
姫
路
市
安
全
安
心
市
民
大
会

　
市
民
と
警
察
の
つ
ど
い
（
市
民

会
館
）

⑹
兵
庫
県
連
合
婦
人
会
事
業

⑺
兵
庫
県
中
播
磨
県
民
局
事
業

⑻
上
水
道
モ
ニ
タ
ー
の
推
薦
・
協
力

婦
人
会
員
相
互
の
連
携
を

密
に
し
、
女
性
の
教
養
と
福

祉
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

創
造
に
寄
与
し
、
婦
人
会
活

動
の
認
識
を
さ
ら
に
深
め
、

組
織
の
強
化
に
努
力
す
る
。

平成26年度上半期活動予定平成26年度上半期活動予定
5月 8日㈭
5月20日㈫
6月16日㈪
･ 17日㈫

赤十字のつどい
姫同教定期総会

理事研修

6月28日㈯
7月29日㈫
8月 2日㈯
8月下旬　

バレーボール大会
兵庫県婦人大会
お城まつり総おどり
西同教研究大会

9月下旬　
9月27日㈯
･ 28日㈰

県バレーボール大会
ひめじ環境
　　フェスティバル

日本赤十字社は「人間のいのちと健康、尊厳を守る」ことを目的として、世界各国の赤十字社
とともに、紛争や災害、病気で苦しんでいる人々に救いの手をさしのべています。
また、国内でも地震や台風などの被災者の救援活動や、医療、献血、福祉などの幅広い分野で
活動を続けています。
これらの人道的活動は赤十字の理念や活動にご賛同いただく、赤十字社員（会員）の皆様や寄
付者の方々の温かい善意に支えられています。
運動期間中、皆様のご家庭に日本赤十字社の奉仕団員や町内会の方が訪問されましたら、赤十
字の活動にご理解いただき、活動資金へのご協力をお願いいたします。

◆お問い合わせ先
　　姫路市　地域福祉課　日赤姫路市地区　☎（079）221-2304

「人間を救うのは、人間だ」　ー5月は「赤十字運動月間」ですー
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4
月
16
日
㈬
、
婦
人
会
活
動
室

に
お
い
て
、
一
日
一
円
感
謝
き
ょ

金
運
動
の
会
総
会
を
開
催
し
、
平

成
25
年
度
の
収
支
決
算
書
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

交
通
災
害
見
舞
金
は
加
盟
校
区

の
住
民
が
交
通
事
故
に
遭
い
、
7

日
以
上
入
院
さ
れ
た
場
合
に
支
給

さ
れ
る
も
の
で
、
育
英
資
金
は
交

通
事
故
に
よ
り
世
帯
主
が
死
亡
し

た
場
合
に
遺
児
に
幼
稚
園
か
ら
大

学
ま
で
年
3
回
支
給
さ
れ
る
も
の

で
す
。
平
成
25
年
度
の
支
給
は
そ

れ
ぞ
れ
5
件
、
1
件
で
し
た
。

4
月
1
日
㈫
、
姫
路
市
文
化
セ

ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平

成
26
年
姫
路
市
制
記
念
式
が
開
催

さ
れ
、
岩
田
会
長
は
じ
め
多
数
の

理
事
が
参
加
し
ま
し
た
。
式
典
に

続
き
、「
観
光
立
国
日
本
の
課
題
」

を
テ
ー
マ
に
登
誠
一
郎
氏
に
よ
る

記
念
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

4
月
15
日
㈫
、
自
治
福
祉
会
館

に
お
い
て
、
平
成
26
年
度
生
活
学

級
合
同
開
講
式
が
開
催
さ
れ
、
岩

田
会
長
は
じ
め
各
学
級
の
生
活
学

級
担
当
者
が
出
席
し
ま
し
た
。
新

任
の
貞
廣
市
民
局
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
生
活
学
級
担
当
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら
、
平
成
26

年
度
に
各
学
級
で
取
り
組
む
講
座

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

4
月
6
日
㈰
、
小
雨
ま
じ
り
の

中
、
姫
路
駐
屯
地
の
体
育
館
に
お

い
て
、
平
成
26
年
度
自
衛
官
候
補

生
課
程
教
育
入
隊
式
が
開
催
さ

れ
、
山
田
副
会
長
が
参
列
し
ま
し

た
。
候
補
生
の
機
敏
な
姿
勢
、
態

度
、
緊
張
の
中
、
厳
粛
な
式
典
で
、

国
を
守
る
若
人
の
門
出
に
感
動
し

ま
し
た
。

消費生活についてのご相談は

姫路市消費生活センター　☎221-2110
〒670-8501  姫路市安田4丁目1番地（姫路市役所内）
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2
月
4
日

㈫
、
婦
人
会

活
動
室
に
お

い
て
、
大
阪

青
山
短
期
大

学
教
授
の
寅

屋
壽
廣
様
に
よ
る
「
児
童
虐
待
の

現
状
と
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

虐
待
す
る
の
は
、
実
の
父
母
が

ほ
と
ん
ど
で
、
一
才
ま
で
に
死
亡

し
た
子
供
が
半
数
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
虐
待
さ
れ
た
子
供
が
親

に
な
っ
て
、
自
分
の
子
供
を
虐
待

す
る
こ
と
が
多
く
あ
る
。
虐
待
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
隠
そ
う
と
す
る

の
で
、
な
か
な
か
表
面
に
表
れ
な

い
。
虐
待
す
る
方
は
、
し
つ
け
と

考
え
て
お
り
虐
待
を
認
め
な
い
な

ど
、
難
し
い
問
題
で
は
あ
り
ま
す

が
、
社
会
全
体
で
気
づ
き
、
手
を

さ
し
の
べ
る
な
ど
、
支
援
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

2
月
7
日
㈮
、
姫
路
の
ま
ち
を

美
し
く
す
る
運
動
協
議
会
の
視
察

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
岩
田
会
長

は
じ
め
本
部
役
員
7
名
が
参
加

し
、
朝
来
市
に
あ
る
南
但
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
処
理
施
設
）

を
訪
れ
ま
し
た
。

南
但
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
最

新
の
ご
み
処
理
技
術
で
資
源
循
環

型
社
会
を
構
築
し
、
快
適
な
暮
ら

し
を
支
え
よ
う
と
、
平
成
25
年
7

月
に
竣
工
し
た
ば
か
り
の
新
し
い

施
設
で
す
。

午
後
に
は
出
石
町
を
訪
れ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、
ま
ち
な
み
づ
く

り
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

3
月
4
日
㈫
午
前
10
時
か
ら
約

1
時
間
、
60
名
が
3
班
に
分
か
れ
、

み
ゆ
き
通
り
、
小
溝
筋
、
二
階
町

商
店
街
を
中
心
に
ク
リ
ー
ン
作
戦

を
実
施
し
ま
し
た
。
オ
レ
ン
ジ
の

ジ
ャ
ン
パ
ー
に
、「
ポ
イ
す
て
は
や

め
ま
し
ょ
う
！
み
ん
な
で
ま
ち
を

美
し
く
！
」
の

た
す
き
を
つ
け
、

ま
ち
の
美
化
の

P
R
も
し
ま
し

た
。
美
し
く
見

え
る
通
り
も
植
え
込
み
の
中
は
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
空
き
缶
が
多

く
、車
か
ら
の
ポ
イ
捨
て
等
マ
ナ
ー

の
悪
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

通
行
人
の
方

か
ら
「
あ
り

が
と
う
」
の

言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

2
月
20
日
㈭
、
理
事
研
修
と
し

て
、「
走
る
県
民
教
室
」
を
利
用
し
、

淡
路
島
へ
行
き
ま
し
た
。

線
香
工
場
の
見
学
で
は
お
香
作

り
を
体
験
し
、「
奇
跡
の
星
の
植

物
館
」
で
淡
路
夢
舞
台
ラ
ン
展
を

見
学
し
ま
し
た
。
お
香
と
花
の
香

り
に
包
ま
れ
、
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。2

月
17
日
㈪

10
時
か
ら
、

み
か
し
ほ

学
園
に
お

い
て
開
催

さ
れ
た
、
国

産
食
肉
需
要
構

造
改
善
対
策
事
業
の
料
理
教
室

に
、
岩
田
会
長
は
じ
め
多
数
の

婦
人
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

国
産
の
牛
肉
・
豚
肉
を
使
っ

て
、
み
か
し
ほ
学
園
の
先
生
の
指

導
の
も
と
、
美
味
し
い
料
理
を
み

ん
な
で
楽
し
く
作
り
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー

•
牛
肉
と
豆
腐
の
オ
イ
ス
タ
ー
炒
め

•
薄
切
り
豚
肉
の
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
風

　ト
マ
ト
ソ
ー
ス
煮
込
み

5

（5）  第516号（改版第19号） 2014年（平成26年）婦人ひめじ

2
月
19
日
㈬
、
生
活
学
級
修
了

式
で
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
コ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し

た
。廃
家
電
が
解
体
、
分
別
さ
れ
た

後
、
再
生
資
源
か
ら
再
商
品
化
で

き
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。大
切

な
資
源
を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
浄
土
寺
に
行
き
ま
し
た
。

国
宝
で
あ
る
阿
弥
陀
如
来
像
は
荘

厳
で
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。あ

い
に
く
雨
模
様
だ
っ
た
の
で
、
今

度
は
晴
れ
の
日
の
午
後
に
行
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。（

西
川
明
代
）

1
月
25
日
㈯
、
山
田
町
公
民
館

に
お
い
て
、
谷
口
恵
子
先
生
を
は

じ
め
と
す
る
6
人
の
ピ
ア
ノ
の
先

生
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
を
は
じ
め
、
世
界
各
国
の

名
曲
を
た
く
さ
ん
演
奏
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

バ
ッ
ハ
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

ト
ル
コ
行
進
曲
は
有
名
な
曲
で
す

が
、
聞
き
比
べ
は
初
め
て
で
、
お
も

し
ろ
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
一
番

の
六
手
連
弾
は
、
演
奏
は
も
ち
ろ

ん
、
弾
き
手
の
移
動
も
見
事
で
し

た
。当

初
の
予
定
以
上
の
方
が
来
ら

れ
、
皆
さ
ん
満
足
し
て
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　
　
　
　
　  

（
大
藤
知
子
）

網
干
校
区

山
田
校
区

2
月
3
日
㈪
、
生
活
学
級
で「
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
を
行

い
ま
し
た
。「
今
回
は
型
に
と
ら
わ

れ
ず
自
由
に
生
け
て
み
て
く
だ
さ

い
」と
言
わ
れ
、
先
生
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
思
い
出
し
、
自

分
だ
け
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
挑

戦
。色
と
り
ど
り
の
花
に
助
け
ら

れ
個
性
的
な
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。そ
の
後
、
こ

ま
め
に
水
を
や
り
、
一
ヶ
月
ほ
ど

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
豊
田
多
恵
子
）

春
の
日
差
し
の
中
、
3
月
16
日

㈰
、
平
成
25
年
度
最
後
の
生
活
学

級
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。今
回

は
色
と
り
ど
り
の
フ
ェ
ル
ト
を
使

っ
て
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
カ
バ

ー
を
作
り
ま
し
た
。レ
ー
ス
や
ア

ッ
プ
リ
ケ
等
を
ア
レ
ン
ジ
し
、
皆

さ
ん
が
各
々
工
夫
を
凝
ら
し
、
楽

し
い
作
品
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。簡
単
に
で
き
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
も
最
適
で
す
。

手
を
動
か
し
な
が
ら
お
し
ゃ
べ

り
し
、
穏
や
か
な
空
気
の
中
で
、
閉

講
式
を
終
え
ま
し
た
。（

岡
田
章
子
）

水
上
校
区

余
部
校
区

▲みんなウットリ！！

▲たくさん学びました

▲ひと足早く、春

▲素敵でしょう！！ティッシュボックスカバー
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4
月
12
日
㈯
、
太
子
広
場
に
お

い
て
、
平
成
26
年
度
総
会
を
行
い

ま
し
た
。盛
り
を
過
ぎ
て
雪
の
よ

う
に
敷
き
つ
め
ら
れ
た
桜
の
花
び

ら
の
上
に
ゴ
ザ
を
敷
き
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
婦

人
会
員
83
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

事
業
報
告
・
決
算
報
告
・
役
員

承
認
と
議
事
が
無
事
終
了
し
た
の

に
続
き
、
名
残
の
花
見
を
楽
し
み

ま
し
た
。お
天
気
も
上
々
で
、
皆
で

楽
し
く
、
お
い
し
い
お
弁
当
を
い

た
た
だ
き
ま
し
た
。（
山
田
政
子
）

3
月
25
日
㈫
、
14
時
か
ら
信
号

点
灯
式
が
取
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
前
の
通
学
路
が
防
災
面
で
危

険
（
特
に
増
水
時
）
と
判
断
さ
れ

た
た
め
、
通
学
路
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
が
、
新
た
な
通
学
路
と
な
る

三
又
路
は
通
学
と
通
勤
が
重
な
る

時
間
帯
が
と
て
も
危
険
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
北
村
校
長
先
生
を
は
じ

め
、
豊
富
校
区
連
合
自
治
会
の
萩

原
会
長
様
、
そ
し
て
、
地
域
の
皆

様
の
ご
尽
力
で
信
号
機
が
設
置
さ

れ
た
も
の
で

す
。
信
号
機

を
過
信
せ

ず
、
こ
れ
か

ら
も
子
ど
も

達
の
安
全
を

見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
岩
田
稔
恵
）

総
会
＆
お
花
見
会

中
寺
校
区

御
蔭
新
橋
北
信
号
機
点
灯
渡
し
初
め
式豊

富
校
区

▲信号点灯セレモニー

ス
ポ
21 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
豚
汁
配
布

船
津
校
区

2
月
2
日
㈰
、
前
日
の
雨
も
上

が
り
、
三
世
代
交
流
会
で
あ
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

約
3
0
0
名
の
参
加
者
が
、
ふ

れ
あ
い
の
館
を
出
発
し
、
中
野
〜

大
礼
橋
〜
岩
部
の
大
歳
神
社
〜
デ

ー
ビ
ー
精
工
〜
正
八
幡
神
社
と
回

り
、
11
時
頃
に
ふ
れ
あ
い
の
館
へ

帰
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
心
地
良

い
疲
れ
の
後
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で

盛
り
上
が
り
、
お
い
し
く
出
来
上

が
っ
た
豚
汁
を
皆
さ
ん
に
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
小
林
ま
さ
み
）

▲花よりだんご

ち
び
っ
子
の
初
釜

広
峰
校
区

▲ちょぴり足が痛い!

1
月
23
日
㈭
、
24
日
㈮
の
両
日
、

初
釜
の
お
茶
会
を
、
広
峰
幼
稚
園

と
広
峰
小
学
校
に
お
い
て
、
地
域

の
お
茶
の
先
生
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
婦
人
会
役
員
の
協
力
を
得
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。幼
稚
園
児

は
始
め
て
の
抹
茶
に
苦
く
て
ビ
ッ

ク
リ
。自
分
で
点
て
た
お
茶
を
お

母
さ
ん
に
飲
ん
で
も
ら
う
と
、
目

を
輝
や
か
せ
て
得
意
顔
。ま
た
、
小

学
六
年
生
が
少
し
緊
張
気
味
に
慎

ま
し
く
お
運
び
し
て
い
る
姿
は
と

て
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
も
の
で
し

た
。心
温
か
く
な
る
二
日
間
で
し

た
。　
　
　
　  

　（
宮
本
ふ
み
子
）
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2
月
4
日
㈫
、
網
干
れ
ん
げ
保

育
園
を
お
借
り
し
て
、
旭
陽
ふ
た

ば
教
室
閉
講
式
と
お
店
や
さ
ん
ご

っ
こ
を
行
い
ま
し
た
。
未
就
園
児

の
ふ
た
ば
教
室
生
が
お
客
さ
ん
、

保
育
園
児
が
お
店
や
さ
ん
で
す
。

花
や
お
菓
子
だ
け
で
な
く
、
園
児

の
手
編
み
マ
フ
ラ
ー
や
手
作
り
ア

ク
セ
サ
リ
ー
の
店
も
あ
り
ま
し

た
。
小
さ
な
お
客
さ
ん
を
気
遣
う

園
児
達
の
姿
は
微
笑
ま
し
く
、
と

て
も
楽
し
い
交
流
が
で
き
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
（
三
輪
る
み
）

料
理
教
室
と
閉
講
式

城
北
校
区

旭
陽
ふ
た
ば
教
室
閉
講
式

旭
陽
校
区

輪
投
げ
大
会
城
西
校
区

2
月
2
日
㈰
、
姫
路
市
女
性
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
事
業
「
輪

投
げ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

8
名
1
組
で
4
回
の
得
点
合
計
で

順
位
を
競
い
ま
す
。
今
年
は
「
目

指
せ
!
ブ
ー
ビ
ー
賞
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
婦
人
会
員
も
多
数
参
戦
。

初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
輪
の
行

方
に
一
喜
一
憂
、
黄
色
い
声
援
が

飛
び
交
い
ま
し
た
。
一
回
戦
終
了

時
は
最
下
位
だ
っ
た
順
位
も
終
わ

っ
て
み
れ
ば
わ
ず
か
上
位
に
。
僅

差
で
ブ
ー
ビ
ー
賞
は
逃
し
た
も
の

の
童
心
に
戻
り
楽
し
い
一
日
に
な

り
ま
し
た
。
　
　
（
小
坂
睦
）

▲一年間楽しかったね!

大
阪
ガ
ス
料
理
教
室
に
参
加
し
て
…勝

原
校
区

▲逃した魚は大きかった

▲おいしくいただきました

▲お味はいかが？

み
ん
な
で
守
ろ
う
!
!
命
と
安
心四郷（

見
野
）校
区

▲（重いけど力を合わせて!!）
　担架を作って負傷者を救護します。

校
区
婦
人
会
で
は
、
地
域
内
の
女
性
に
よ
る

コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

1
月
19
日
㈰
、
三
浦
き
わ
子
先

生
の
ご
指
導
で
料
理
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

寿
司
、
ほ
う
れ
ん
草
の
煮
浸
し
、

吸
い
物
、
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
で

す
。そ
れ
ぞ
れ
作
り
た
い
メ
ニ
ュ

ー
の
調
理
台
に
分
か
れ
、
に
ぎ
や

か
に
調
理
を
し
ま
し
た
。会
食
し

な
が
ら
作
り
方
を
確
認
し
、
そ
の

後
、
閉
講
式
を
し
ま
し
た
。平
成

26
年
度
も
ふ
れ
あ
い
、
さ
さ
え
あ

い
、
学
び
あ
い
の
精
神
で
や
っ
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。（

有
方
育
世
）

2
月
16
日
㈰
、
大
水
害
等
で
避

難
勧
告
が
発
令
さ
れ
る
こ
と
を

想
定
し
、
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。子
ど
も
達
か
ら
高
齢

者
ま
で
約
3
5
0
名
が
参
加
。4

班
に
分
か
れ
て
、
A
E
D
の
取
扱

い
や
、
毛
布
を
使
っ
て
の
担
架
で

の
救
護
、
初
期
消
火
等
を
行
っ
た

ほ
か
、
防
災
グ
ッ
ズ
や
避
難
場
所

の
確
認
を
し
ま
し
た
。市
の
は
し

ご
消
防
車
か
ら
約
30
m
の
高
さ
を

体
験
し
た
子
ど
も
達
は
大
歓
声
。

心
と
心
の
つ
な
が
り
の
輪
が
災

害
に
備
え
る
一
番
の
力
と
な
る

こ
と
を
確
認
し
て
笑
顔
で
解
散

し
ま
し
た
。　
　
　（
竹
中
安
美
）

　　
3
月
18
日
㈫
、
大
阪
ガ
ス
料
理

教
室
に
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
の
先
生
か
ら
手
際
の
よ
い
サ

ポ
ー
ト
を
得
て
、
短
時
間
で
豪
華

な
お
料
理
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
メ
イ
ン
料
理
が
鯛
の
焼

き
物
、
デ
ザ
ー
ト
ま
で
付
い
て
の

フ
ル
コ
ー
ス
で
お
腹
も
い
っ
ぱ

い
、
十
分
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
ガ
ス
器
具
等
の

丁
寧
な
説
明
に
オ
ー
ル
電
化
も
い

い
け
れ
ど
ガ
ス
も
一
考
あ
り
、
太

陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
お
話
を
お
聞

き
し
て
、
ま
だ
ま
だ
必
要
経
費
の

削
減
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
米
澤
道
子
）
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姫路市では、平成13年4月から、男女共同参画社会の形成を目指し、本市における男女共同参画に関する施策の基盤となる姫路市
男女共同参画プランの推進について、広く意見を求めるため、姫路市男女共同参画プラン推進懇話会を開催してきましたが、平成
26年4月からは、新たに設置する「姫路市男女共同参画審議会」において、「男女共同参画社会の形成を促進するための総合的施策
の策定及び実施に関する重要事項についての調査審議」を行うこととなりました。
この審議会は、委員15人で組織し、委員は①学識経験のある者、②市民、③関係団体が推薦する者のうちから市長が委嘱するこ
ととしています。
このたび、姫路市の男女共同参画社会づくりに参画し、ご意見をいただける方を市民の皆さんから募集しますので、ご応募をお
待ちしています。

◆募集人数

◆応募資格

◆任　　期

◆ 内 容 等

◆募集期限

◆応募方法

◆選考方法

2人

平成26年7月から2年間（予定）

平成26年5月25日（日）必着

書類選考（選考結果については、応募者全員に文書で個別に通知します。）

市内在住で、4月1日現在、20歳以上の男女共同参画社会の形成に関心のある人（姫路市議会議員、姫路市職員、姫路市の附属機関等の
委員である人を除く。）

原則として平日の昼間に年2回程度開催する会議に出席し、男女共同参画プランの策定や実施等について意見を述べていただきます。
審議会に出席いただいた場合の報酬は、市の規定に基づきお支払いします。

応募用紙（様式は自由ですが、標準のものは下記で配布。）に必要事項と「男女共同参画社会の実現」についての意見（800字程度）を記
載し、男女共同参画推進課へ持参するか郵送、FAX又は電子メールにより応募してください。また、男女共同参画推進課ホームページ内
の申込フォームからも応募できます。
（応募用紙配布場所）
男女共同参画推進課、駅前市役所、各支所・出張所・地域事務所など。男女共同参画推進課ホームページからも取り出せます。

〈お問い合わせ・応募先〉　姫路市　男女共同参画推進課「姫路市男女共同参画審議会委員募集」係
〒670‒0012 姫路市本町68番地290 イーグレひめじ3階　TEL（079）287-0803／FAX（079）287-0805

ホームページアドレス　http://www.city.himeji.lg.jp/2870803／メールアドレス　danjosuishin@city.himeji.hyogo.jp

◎テ ー マ

◎応募資格
◎募集期間
◎応募方法

◎応募点数
◎作品規定

◎注意事項

◎　 賞

◎展　　示
◎応 募 先

日常的に育児を楽しむ男性「イクメン」、家事に積極的な男性「カジメン」の
写真を募集します。
姫路市内に在住、在勤または在学している方
平成26年5月23日㈮必着
2Lサイズ（127㎜×178㎜）にプリントした作品（白黒、カラーいずれも可）と「住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
作品のタイトル、作品のコンセプト（簡単な説明）」を記入したものを添えて、下記の応募先まで郵送または持参してください。
1人2点まで
・応募者本人が撮影したものであること。　・未発表のものであること。
・画像加工（色味の変更、画像の合成等）をしていないものであること。
・人物等の被写体等に関する肖像権については、あらかじめ応募者の責任において撮影、公開の承諾を得てください。
・応募作品の著作権は応募者に帰属し、使用権は主催者に帰属します。
・応募作品は展示、情報誌及び姫路市ホームページ等への掲載など、姫路市男女共同参画推進センター事業に使用します。
・入選作品のデータまたはフィルム等は、写真展示のため後日お借りします。　・応募作品は原則として返却しません。
・応募作品は全点展示する予定ですが、写真展の趣旨に合わない作品については
　展示しない場合があります。
・入選作品には記念品（5千円分の図書カード）を進呈します。
・また、写真パネル（パネルにした入賞作品）を年度末に進呈します。
期間：平成26年6月20日㈮～平成26年7月1日㈫／場所：イーグレひめじ1階及び3階
姫路市男女共同参画推進センター“あいめっせ”「あいめっせ写真展」係
〒670-0012　姫路市本町68番地290 イーグレひめじ3階
TEL（079）287-0803　FAX（079）287-0805

「第2回あいめっせ写真展」「第2回あいめっせ写真展」「第2回あいめっせ写真展」 ※男女共同参画週間＝平成11年6月23日に
「男女共同参画社会基本法」が制定された
のを受け、毎年6月23日～29日を「男女共
同参画週間」として、全国でさまざまな啓
発活動が行われています。
内閣府男女共同参画局が募集していた平成
26年度の男女共同参画週間キャッチフ
レーズは「家事場のパパヂカラ」に決定し
ました。

豊かで活力ある男女共同参画社会の実現に向けて、広く市民の皆さんの理解と関心を
高めることを目的として、男女共同参画をテーマにした写真展を男女共同参画週間に
合わせて実施します。


